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特集：工場空調  

1． 工場における空調方式の紹介と課題

1. 1　工場内における熱負荷の要因
一般に室内空調負荷としては、①外壁や窓等の構造
体を通過する熱、②機器の発熱、③人体の発熱が挙げ
られる。工場建屋内では、①は工場建屋の気密性や断
熱性が低いため、外部から侵入する熱負荷は大きく、
②は生産機器や照明が多いため、機器から発生する熱
負荷も大きく、③は工場建屋内の空間に対して作業者
密度が小さいため、熱負荷は小さいことが特徴である。
工場用の空調機を選定する場合には、このような空調
する場所、生産機器などの対象物、作業者の人数・作
業場所・作業状態を考慮して選定する必要がある。

1. 2　工場における代表的な空調システムと課題
工場における代表的な空調システムの設置例を写真
1（A）～（D）に示す。
写真（A）は直吹タイプのパッケージエアコン室内
ユニットで、床面に設置する空調機である。室内ユニッ
トの下部のグリルから周囲空気を吸込み、上部の開口
部から風を吹き出して、室内ユニット前方の広範囲の
空調を行う。このような床置直吹タイプの室内ユニッ
トは、風の吹き出し方向が限定されているため空調領
域が限られ、また床面に設置スペースが必要なため生
産ライン変更時の妨げになる。
写真（B）は天井吊下ダクトタイプのパッケージエ
アコン室内ユニットで、工場建屋の梁などに吊ボルト
で取付ける空調機である。室内ユニットの底面の開口
部から周囲空気を吸込み、ダクトを通して風を吹き出
して、スポット的に空調を行う。スポット空調は作業

者の周囲のみを空調域の対象とするため、後述する写
真（C）の全体空調と比較して空調負荷を低減できる。
しかし、天井吊下タイプの室内ユニットは天井の高い
工場建屋では設置工事が困難であるうえ、自然光や照
明光を遮ることで作業環境の悪化をもたらす。さらに、
フィルター位置が高所になるため、フィルター清掃作
業の負荷が大きく、清掃頻度が低下すると空調機の性
能が低下する。
写真（C）、（D）はセントラル空調方式でエアハン
ドリングユニットとダクトを用いた設置例である。写
真（C）は天井付近の吹き出し口から風を吹き出して
おり、工場建屋内の全体空調を行っている。全体空調
は工場建屋全体を空調可能なシステムであるが、全て
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写真 1　工場における空調システム例




